平成30年度　産業看護実務研修

セカンドコースプログラム

セカンドコースプログラム
	第１日目　8月4日（土）

	時間
	内容

	9：00～
	受付開始

	9：30～9：45
	オリエンテーション、参加者自己紹介など

	9：50～17：00

（昼休憩含む）
	ストレスチェック結果のデータ分析と魅せ方　
～PC分析手法の基本習得＆対象別資料作成ワーク～
講師：永田智久（産業生態科学研究所　産業保健経営学）
【概要】
講義 「ストレスチェック制度の理論的背景」
演習 「ストレスチェック結果を用いたPC分析手法の基本習得」

サンプルデータを用いたデータベース作りや集計の方法を学びます。　

演習「ストレスチェック集団分析による産業保健計画立案」　　　　
データ分析について学びます。

演習とグールプワーク

　　「ストレスチェック結果を用いた対象別資料作成」
対象別(経営層・管理職・従業員)の3グループに分かれて、それぞれの教育資料を作成し
ます。また、結果を発表し、学びを共有します。



	第2日目　8月5日（日）

	9：00～16：00（昼休憩含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	魅力ある集団健康教育の企画・実施・評価

講師：柴田喜幸（産業医実務研修センター）
【概要】

教育や研修の効果・効率・魅力を高める教授理論であるインストラクショナル デザイン（ID）理論を用い、対象者に行動変容を促す（結果を出す）健康教育のプログラム全体をデザイン（設計）する方法を学びます。
講義「教育や研修の効果・効率・魅力を高めるインストラクショナル デザイン（ID）」
演習「健康教育プログラムの企画立案」
　　　受講生が所属する事業所での健康教育実施を想定し、プログラムを企画します。
　　　その結果を発表し、受講生同志で意見交換を行います。


　

＊スケジュールは変更になる場合があります。ご了承ください。
FAX送信先　　産業医科大学　産業・地域看護学講座　　FAX番号　093-692-0259








